
日時：令和５年12月26日（火）18時30分～ 20時00分

場所：四倉公民館 １階 講義室・会議室⑵

１．前回会議のふりかえり

２．まちなかエリアにおける取組みの

検討ワークショップ

３．情報提供（タクシーを活用した域内交通
確保実証事業）

会議資料

（四倉地区まちづくり検討会）
四倉地区市街地再生整備基本計画策定に係る
令和５年度 第３回

４KuLabo③ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ会議
(商店街にぎわいづくり検討ＷＧ)
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１ 前回会議のふりかえり



１ 前回会議のふりかえり（チャレンジを応援する支援制度）
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• チャレンジを応援する支援策について確認を行いました。
• 支援を必要している事業者や起業者に情報が伝わるように、積極的なPRが大切です。

（支援策の一例）



１ 前回会議のふりかえり（チャレンジを応援する支援制度）
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（R4.11：３以上の個店又はチャレンジ店舗を追加！）

（支援策の一例）
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１ 前回会議のふりかえり（四倉地区の魅力について）

場所 地域の方からお聞きした「これまでの取り組み」

①仲町通り

②道の駅よつくら港

③四倉海岸（海水浴場）

④諏訪神社

⑤まちなか

①ぐるっと四倉（歩行者天国）
→補助金の関係で3年間実施。通行止めに対する抵抗はない。

②各種イベント

③-1スカッパタで遊ぼう（ビーチバレーやフラダンス）
→震災前に3年間実施。

③-2サンドアート（凝固剤を使った砂のアート）
③-3オアシス40構想
→震災前に3年間実施。

③-4カイトフェス（凧あげ）
→R5で25周年。今後規模縮小。全国から職人が集結していたが、高齢化で

担い手も少ない状況。
③-5ビーチバレー
→継続されているイベント。週末も開催される予定。

④各種イベント
→R5/7/23(金)にマルシェ実施。

⑤四倉ねぶた
→R5は道の駅のみでの実施だが、来年はまちなかの練り歩きを検討している。
→R5は四倉小の５年生にねぶたに絵を描いてもらうような取り組みを行った。
コロナ前には希望者を募って絵を描いてもらっていた。

• 皆さんからお聞きした「これまでの取組み」について確認を行いました。
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１ 前回会議のふりかえり（四倉地区の魅力について）
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１ 前回会議のふりかえり（四倉地区の魅力について）

• 飲食店、スイーツ店が多い

• 神社や海岸などの場

• 地区のお祭り

• 皆さんからお聞きした「四倉地区の魅力」について確認を行いました。
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１ 前回会議のふりかえり（まちなかの賑わいづくりの意見とりまとめ）

• 若い世代の意見を聞く

• 繁盛店は気概がある（みんな
のお手本）

• 協力体制（既存店や若い方）
の構築

• 足の確保（高齢者も訪れられ
るように）

歩きやすい空間を創出

• 海方面への流れをつくる
（キックボードなど）

• 供用の駐車場を複数設置（店
先の路駐をなくす、土地の有
効活用）

• 気軽に立ち寄れる居場所づく
り

• 歩いて立ち寄れる昔ながらの
商店街（店構え）

• 子供たちの遊び場づくり

• 地区のたまり場づくり

• フリーマーケット

• 朝市・夕市

• 歩車共存の道路（コミュニ
ティ道路化）

• 空き店舗・空き家・空き地の
活用

魅力・場を創出

来訪機会を創出

地域の土台を強化

• ブックカフェ

• ガラス工房

• 後継者の育成（賑わいづくり
の継続性）

• 不動産オーナーの協力

• 空き家の１階をチャレンジ
ショップ、２階を住宅とした
起業家の受け皿

• 段階的な取り組みの実施

• 商店街の歩行者天国と道の駅
よつくら港との連携

• 子供たちの作品を商店街に展
示

• 地域に残る伝説・歴史の活用

• 地域資源（海・ヤシ）の魅力
向上（住みたい海沿いの街）

• 商店街周辺のまちなかのにぎわい再生に向けて、大切なことは何？ 何が足りない？ 何をする
とよくなる？ これまであげられた意見を分類ごとにまとめて確認しました。



道の駅よつくら港

工場跡地

駅西の交流・防災拠点

海側の賑わい拠点

ヨツクラ-Reborn-プロジェクト

この場所では、幼児から大人ま
で、多様な人々が集い、地域住
民が楽しく活動し、大人と子供
がふれあい、新しいつながりが
生まれています。

この場所では、様々な海のイベン
トが行われ、海水浴客や観光客に
よる賑わいが溢れています。海釣
りや海岸キャンプなど、沢山の体
験が出来るようにもなります。

四倉
海水浴場

（未来のありたい姿）

（未来のありたい姿）

JR四ツ倉駅

商店街周辺
まちなかエリア
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１ 前回会議のふりかえり（まちなかエリアの「ありたい姿」）

• 若い世代を中心に、住んでチャレンジができるまちなか

• 駅と海をつなぐ、歩いて楽しい、体験ができるまちなか

• 多くの世代が訪れやすく、居心地のよい場所があるまちなか

• まちなかエリアの「ありたい姿」の検討について確認を行いました。
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１ 前回会議のふりかえり（ハード・ソフトの取組みに関する講話）

事例紹介 ハード事業①
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１ 前回会議のふりかえり（ハード・ソフトの取組みに関する講話）

事例紹介 ハード事業②
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１ 前回会議のふりかえり（ハード・ソフトの取組みに関する講話）

事例紹介 ハード事業③
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１ 前回会議のふりかえり（ハード・ソフトの取組みに関する講話）

事例紹介 ハード事業④
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１ 前回会議のふりかえり（ハード・ソフトの取組みに関する講話）

事例紹介 ソフト事業①
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１ 前回会議のふりかえり（ハード・ソフトの取組みに関する講話）

事例紹介 ソフト事業②
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１ 前回会議のふりかえり（ハード・ソフトの取組みに関する講話）

事例紹介 ソフト事業③
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１ 前回会議のふりかえり（ハード・ソフトの取組みに関する講話）

事例紹介 ソフト事業④
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１ 前回会議のふりかえり（ハード・ソフトの取組みに関する講話）
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１ 前回会議のふりかえり（ハード・ソフトの取組みに関する講話）

 チャンレンジショップなどの取り組みは、リスク低下の関係からどうしても安価な家賃収入。継続した取
組みとするには、仕組みづくりと予算確保が課題。走り出し時は、市の支援も重要なファクター。

 既存の行政による支援策については、本当に支援が必要な事業者・起業家に情報が伝わるようにPRが大切。

 居住はしているけど空き店舗になっている場所はある。その場所を貸したいという声は聞かない。上手に
使うことも可能だと分かれば、貸す可能性があるのではないか。

 一つどこか、モデルケース・成功事例をつくることが大切。

 いいアイデアも主体が無いと前に進まない。アイデアを出しながら、主体も構築していくことが大切。

 商店街の‟賑わい”のイメージは？魅力的な場所・お店が点在していても人は来る。使えるところから、ス
ポット的に変わっていく感じも良い（現実的）。

 外から見ると、四倉のまちはすごく可能性がある。それは、人が住んでいるから。その人たちを向かいの
通りに、如何に来てもらうのかを考えるとよさそう。

 商売に携わっていない居住者の意見も大切に、拠点づくりをしつつ、成功事例で連鎖が生まれるとよい。

 地域の人がおもしろくて集まっているような場所には、おのずと観光客も来る。

 市民会議では、四ツ倉駅と道の駅よつくら港を結ぶ商店街にもヤシの木を置いて、ヤシの木ロードとして、
人の流れをつくる計画を検討中。

 維持管理の面はあるが、ヤシの木を中心に、みんなが憧れる風景を強化してもよいのでは。ランドスケー
プとして、海の魅力が最大になっていれば、まちが発展するストーリも出来るのではないか。

 四倉地区には、浦島太郎伝説、瀧夜叉姫伝説などが残っています。そんなウリを上手に使っていくと良い。

前回会議の意見交換（抜粋）
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２ まちなかエリアにおける取組みの

検討ワークショップ
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２ まちなかエリアにおける取組みの検討

 まちなかエリアの賑わいづくりのゴールは？

 実施場所・使えそうなところは？

 誰が？どんな座組？

 ターゲット・目的は？

 何をやる？具体的な取組みは？

（取組み検討ワークショップの大きな流れ）

共通化・目線合わせ
（意識付け）

具体の検討
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２ まちなかエリアにおける取組みの検討

 まちなかエリアの賑わいづくりのゴールのイメージは？
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２ まちなかエリアにおける取組みの検討

 まちなかエリアの賑わいづくりのゴールのイメージは？

地区住民や事業主の方々が楽しんでいる・元気な姿
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２ まちなかエリアにおける取組みの検討

 ターゲット、目的は？（誰に対してアクション？）

地域の人がおもしろくて、集まっている

四倉地区に住んでいる方・働いている方・
これから関わる方

取組んでいる人も楽しんでいる

満足感・幸福感
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２ まちなかエリアにおける取組みの検討

 やりたいことは何？（住んでいる人・働いている人の満足感・幸福感がUPしそうなソフト・ハード）

朝

昼

夕

夜

子供 学生 若い世代 大人・高齢者平日
/休日

 アイデアを出し合って、優先的な取組みを話し合います



道の駅よつくら港

工場跡地

駅西の交流・防災拠点

海側の賑わい拠点

ヨツクラ-Reborn-プロジェクト

この場所では、幼児から大人ま
で、多様な人々が集い、地域住
民が楽しく活動し、大人と子供
がふれあい、新しいつながりが
生まれています。

この場所では、様々な海のイベン
トが行われ、海水浴客や観光客に
よる賑わいが溢れています。海釣
りや海岸キャンプなど、沢山の体
験が出来るようにもなります。

四倉
海水浴場

（未来のありたい姿）

（未来のありたい姿）

JR四ツ倉駅

商店街周辺
まちなかエリア
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２ まちなかエリアにおける取組みの検討

 実施場所、使えそうなところは？効果的な場所は？
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２ まちなかエリアにおける取組みの検討

 誰がやる？どんな座組？

負担になりすぎずに、楽しんでやれる

満足感・幸福感が得られる

持続的に取り組める
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３ 情報提供
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情報提供)タクシーを活用した域内交通確保実証事業

久之浜・⼤久地区、四倉地区に居住し、次のどちらかに該当する方

●６５歳以上の方 ●運転免許証自主返納者

令和６年１月22 日(⽉) ～ ３⽉17 ⽇(⽇)

今回の移動の支援について

自宅と指定された施設間のタクシー移動が1,000円で移動出来ます！

例えば

千円での乗車が可能！

②久之浜町末続地区⇒マルト四倉店 間

片道約3,500円 を1,000円で乗車！

①四倉町玉山地区⇒四倉支所 間

片道約2,000円が1,000円で乗車！

利用期間
（実証期間） 午前８時～午後４時までの乗車のみ有効

利用対象者

実証事業
協力事業者

久之浜・大久地区 ①マルイチ小名浜タクシー

四倉地区
①マルイチ小名浜タクシー
②三和交通

※地区によって対応する事業者が異なります

移動の範囲

●主に久之浜・⼤久地区、四倉地区内の移動に限ります

●移動が出来る施設は商業施設、医療機関、金融機関、公共機関に限ります

※一部生活圏による地区外の移動も含みます
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情報提供)タクシーを活用した域内交通確保実証事業

１. 利用者登録を行うため、受付窓口にお電話ください。
受付
窓口

２. ご⾃宅に「利⽤登録証」が郵送で届きます。

いわき市役所 総合交通対策担当
電話：０２４６−２２−１１２０（⽉〜⾦ ９時〜17 時）

利用の方法について

※氏名、性別、生年月日、住所、電話番号、緊急連絡先等をお伺いします。

久之浜・大久地区に居住 ①マルイチ小名浜タクシー

四倉地区に居住
①マルイチ小名浜タクシー
②三和交通

・電話にてお申込み頂くと、10 ⽇間程度で、ご⾃宅に郵送いたします。

３. 登録証が届いた後は、1000円タクシーを利用できます。

① 指定されたタクシー会社に電話をする。
利用登録証の番号及び指定された降車する指定された施設をお伝えください。

② 乗⾞後、運転手に利⽤登録証の掲⽰をお願いします。

③ 降⾞時に1,000 円のお支払いをお願いします。


